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本報告は滋賀県資源管理協議会からの調査委託事業の成果の一部である。 

平成 年度 年度 セタシジミ資源概況調査

井戸本純一

１．目 的

近年、セタシジミの漁獲量は トンを下

回っており、セタシジミ資源の現状とその動

向を把握し、適正な資源管理や効果的な栽培

漁業推進を行う必要がある。その基礎資料を

得るため、産卵期にあたる ～ 月の禁漁期間

中に実際の漁具を用いて調査を行っている。

２．方 法

年 月 日および 日に琵琶湖北湖

一円の主要 漁場を含む 漁場において、実

際のシジミ漁業で用いられる漁船および貝桁

網（開口幅 、網目 ）を用いて調査

した。各漁場内の調査か所は原則として過年

度を踏襲し、必要に応じて別か所でも実施し

た。１か所につき 分間曳網し、採捕したセ

タシジミの個体数、重量、殻長を記録した。

の軌跡記録から曳網面積を求め、単位面

積あたりの採捕数を計算し、資源密度とした。

３．結 果

資源密度は、全漁場の平均では前年の

個体／㎡に対して 個体／㎡とほぼ同じ

であった（表 ）。主要漁場の資源密度は平均

では 個体／㎡と比較的高かったが、漁場

別では磯や沖島南西で増えた一方、今西や松

原などでは減少した（図 ）。これは、

年 月の台風 号で前者の湖底が荒れて操

業が困難になったため、漁獲圧が後者に偏っ

たことを反映していると考えられた。

サイズ別の推移をみると、殻長 未満の

密度が平均 個体／㎡から 個体／㎡

へ減少したのに対して殻長 以上は平均

で 個体／㎡から 個体／㎡へと増加

し、前年に増えた 年生まれと考えられる

小型貝が成長によって漁獲対象資源に加入し

たことを示した（図 ）。
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採捕数 曳網面積（㎡） 密度（個/㎡）
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※主要漁場　　　＊2か所の合計（密度は2か所の平均）

漁場

表 年禁漁期における琵琶湖北湖一円の
漁場別資源密度
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